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「三鷹市立小・中一貫教育校構想に
関する基本方針（案）」を作成

平成17年 2005.1.9

三鷹市教育委員会は、このたび、「三鷹市立小・中一貫教育校構想に
関する基本方針（案）」を作成しました。これまで意見交換会やアンケー
ト調査を通じて、ご意見をいただきました保護者・市民の方々、児童・
生徒の皆さんに深く感謝を申し上げます。
三鷹市の小・中一貫教育校では、9年間の一貫したカリキュラム（指導
計画）のもとに行う小・中学校間の児童・生徒や教員の強固な連携と交
流を柱とし、これを支えるコミュニティスクールを土台とした学校づく
りを、各中学校区で主体性をもって、着実なステップを踏みながら進め
てまいります。
この基本方針（案）の内容は、その実践の基本的方向を示すものです。
この案について、さらに充実したものとするために、今後も、保護者・
市民の皆様とともに
検討を進め、平成17
年3月末までに最終的
に基本方針を策定し
てまいりたいと考え
ています。
基本方針（案）の解

説につきましては、教
育委員会指導室のホ
ームページに掲載し
ております。

1（1）小・中一貫教育校の意義
児童・生徒は現在の小・中学校に在籍
しながら、義務教育9年間の一貫教育を
推進します。

三鷹市では、子どもたちに確かな学力
を定着させ、豊かな人間性をはぐくむこ
とをめざして教育活動を進めてきまし
た。しかしながら、社会環境の急激な変
化等によって、学校教育にも様々な課題
が生じています。子どもたちの学習意欲
の低下や家庭での学習習慣の未定着、つ
まづきをかかえたままでの進級・進学、
さらには学年進行とともに増大する不登
校などの問題に直面しています。
児童・生徒の心身の発達段階における
学力形成の特質や生活指導のうえでの課
題が顕在化する時期などを考慮し、義務
教育全体の中で学習内容や指導方法のあ
り方を見直し、各学年間や小・中学校間
の円滑な接続を図る必要があります。
そこで、本市の小・中一貫教育校は、

これらのことを踏まえ、児童・生徒一人
ひとりの個性や能力を伸ばし、無理なく
次のステップに移行できるように、義務
教育9年間の一貫したカリキュラム（指導
計画）のもとに、小・中学校が連続して、
継続的に個に対応できるような教育シス
テムを構築していくものとします。そし
て、児童・生徒は現在の小・中学校に在
籍しながら、児童・生徒の交流や教員の
交流を行い、保護者や地域の人々ととも
に、魅力ある教育を推進していきます。

1（2）指導目標と育てたい児童・生徒像
豊かな心をもち、心身ともに健康で、た
くましく生きる児童・生徒を育成します。

三鷹市の学校教育の指導目標は、「豊
かな心をもち、心身ともに健康で、たく
ましく生きる児童・生徒を育成する」こ
ととしております。
小・中一貫教育校では、この目標のも
とに、義務教育9年間の一貫教育を通じ
て、自ら学び、自ら考える力や生涯にわ
たって学び続けようとする意欲・態度な
どを養い、児童・生徒に確かな学力を定
着させ、豊かな人間性をはぐくみます。
このことを基本として、各中学校区単位
でそれぞれの特色を生かしながら、育て
たい児童・生徒像を設定し、具体的な指
導目標を定めます。

1（3） 小・中一貫教育校の特色
小・中学校の強固な連携を図り、地域
と一体となった学校づくりを進めます。

三鷹市がめざす小・中一貫教育校の特
色は、義務教育9年間を通した一貫カリ
キュラム（指導計画）のもとに、小・中
学校間の児童・生徒や教員の連携・交流

に重点を置いた「強固な連携」を図るこ
とにあります。
また、小・中一貫教育校を支えるもの
として、保護者や地域の方々が学校運営
に積極的に参画する「コミュニティスク
ール」を取り入れた学校づくりを行いま
す。
このように、小・中学校間の連携・交
流を深め、基礎・基本の確実な定着と個
性・能力の伸長を図る学習活動を充実す
るとともに、地域と一体となった学校づ
くりを進めます。

1（4）小・中一貫教育校に期待される効果
子どもたちの確かな成長と学校・地域
の連携の輪の広がりが期待できます。

小・中一貫教育校においては、次のよ
うな効果が期待されます。
○小・中一貫教育校では、これまで6年
間･3年間でとぎれていた指導を9年間
で子どもたちを育てる指導に変えるこ
とで、子どもたちの確かな成長がより
一層期待できます。
○異学年間や小・中学校間での異年齢集
団による活動、地域社会とのかかわり
の中で行われる体験活動などを通し
て、豊かな人間性と社会性をはぐくむ
ことが期待できます。
○これまでそれぞれの小学校・中学校単
位で行われてきた学校と地域とのかか
わりを維持しながらも、中学校区に拡
大された中で、地域ぐるみで子どもた
ちの教育を応援していきます。このこ
とにより、それぞれの学校だけでは解
決することが困難な課題にも、お互い
に協力し合いながら取り組んでいくこ
とが期待できます。

2（1）9年間の一貫した カリキュラムの
作成

義務教育9年間の各発達段階に応じて
重点化すべき学習のねらいを明確にして、
一貫したカリキュラム（指導計画）を作
成します。

現行の学習指導要領の範囲内で、義務
教育９年間の一貫したカリキュラム（指
導計画）を作成します。作成に当たって
は、児童・生徒の発達段階に応じて、各
段階において重点化すべき学習のねらい
を明確にします。「基礎・基本を繰り返
して習熟を図る時期」、「基礎・基本を生
かして思考力・判断力・表現力をつける
時期」、「基礎・基本を応用して個性・能
力を伸ばす時期」などの学習段階で、重
点的なねらいを設定し、各学年における
学習内容の到達目標を定めます。このこ
とにより、9年間を通して、各学年で学
習内容を確実に定着させ、小学校と中学

校との無理のない接続を図ります。カリ
キュラムの開発の中では、学習内容や指
導方法のほか、教材・教具や評価のあり
方などを検討します。
障がいのある児童･生徒への特別支援

教育については、9年間の継続した教育
計画を踏まえ、「個別指導計画」の作成
をはじめ、校内体制の整備や特別支援教
育コーディネーターの設置など、実施可
能なものから取り組みます。

2（2）9年間を見通した特色ある
学習活動の展開

地域（三鷹）学習、英語学習、ＩＴ学
習、生き方・進路指導など、特色ある学
習活動を展開します。

各教科での一貫カリキュラムによる学
習活動を充実しながら、あわせて9年間
を見通した特色ある学習活動として、次
のような活動を推進します。
○地域（三鷹）学習--児童・生徒が地域
や社会に関心をもち、主体的にかかわ
る態度を育てます。
○英語学習--小学校の段階から国際理解
を深め、コミュニケーション能力を高
めます。
○ＩＴ学習--学習活動の中で、コンピュ
ータの操作技能・情報活用能力や情報
モラルを養います。
○生き方・進路指導--9年間を通して、自
分の生き方や進路を考え、将来を切り
拓いていく能力を身につけます。
これらの特色ある学習活動は、各中学
校区の実情を踏まえ、段階的に取り組ん
でいきます。

2（3）小・中学校の児童・生徒、教員の
連携・交流

児童・生徒の交流活動や教員の相互乗
り入れにより、小・中学校の円滑な接続
を図ります。

小・中一貫教育校においては、児童・
生徒は現在の学校に在籍しながら、小学
校と中学校との間で、授業交流や学校行
事などの交流を深め、9年間を通して互
いに人間関係が深まるような交流活動を
行います。また、小・中学校の教員は、
相互に連携して学習指導や生活指導を行
います。
特に、小・中学校の接続に関しては、

一貫カリキュラムによる実践活動の積み
重ねを図り、小学６年生と中学生とが授
業や行事などの交流を通じて、互いの学
びを深めていきます。

2（4） 学習の指導方法と指導体制の
充実

小・中学校での少人数指導・習熟度別
学習、小学校高学年での選択学習や部分
的教科担任制による指導、中学校での選
択学習の充実に向けて、人的配置を含め

た指導体制の充実と学習環境の整備を図
ります。

児童・生徒に基礎・基本を定着させ、
「少人数指導」（学級の枠を超えた少人数
の学習グループを弾力的に編成して行
う）と「習熟度別学習」（一人ひとりの
学習の理解の程度や習熟度、興味・関心
に応じた、きめ細かな学習指導を行う）
とを組み合わせて、学習活動の充実を図
ります。特に、読解力、文章力、計算力
の充実と関連が深く、積み重ねの学習が
必要な教科である国語、算数・数学での
指導に重点をおいて取り組みます。
また、自ら学び、考える力など個性・
能力の伸長を図るため、小学校高学年で
の選択学習や部分的教科担任制による指
導の実施、中学校での選択学習の充実を
図ります。
これらの学習活動を充実するため、補
助教員やALT（外国語指導助手）の採用
のほか、教育ボランティアの一層の活用、
教員等の研修の充実を図るなど、人的配
置を含めた指導体制の充実と学習環境の
整備を図ります。

3（1）コミュニティスクール
地域ぐるみで子どもたちの教育を応援
する「コミュニティスクール」を積極的に
推進します。

三鷹市の特性を生かして、小・中一貫
教育校の学区域の中で、保護者や地域の
方々が学校運営に参画し、地域ぐるみで
子どもたちを応援する「コミュニティス
クール」を積極的に推進します。
三鷹市がめざす「コミュニティスクー
ル」では、学校と保護者・地域のつなが
りをより一層深め、地域の人々が学校運
営に積極的に参画できるようにします。
また、教育ボランティアや学校外の特
別講師として、子どもたちの学習活動に
多方面から参加して、地域全体で学校を
支える仕組みをつくります。学校の教育
力を家庭・地域の学びの場に活用するこ
とで、学校・家庭・地域が一体となった
学びと育ちあいの新しいコミュニティの
核となります。その中核となるのが、現
在各学校に設置されている「学校運営連
絡会」であり、今後そのあり方を検討し
ていきます。
「コミュニティスクール」の取り組みを
側面から支援するために、全国に先駆け
て市内全小・中学校に整備を完了した地
域イントラネット（地域内限定コンピュ
ータ通信網）を活用して、学校と家庭・
地域が情報を共有し、教育活動に生かし
ていきます。小・中一貫教育校では、共
通のネットワークを構築するとともに、
地域イントラネットの運用を支える体制
を整備します。

３　小・中一貫教育校を支えるもの

２ 小・中一貫教育校における
学習活動の充実

１　小・中一貫教育校がめざすもの

現在の小・中学校に在籍しながら、義務教育9年間の一貫教育をめざします。

基本方針(案)

●1月27日（木）午前10時～市立第二中学校　
●2月 1 日（火）午後７時～ 市立井口小学校
●2月 5 日（土）午前10時～市立第二小学校
●2月 8 日（火）午後７時～ 三鷹市教育センター

保護者・市民意見交換会日程

●1月26日（水）午後1時45分～　第二中学校

内容／授業研究・研究協議会

「二中学区3校合同研究会」の公開

この基本方針（案）では、平成16年7月にまとめた「基本方針」（素案）の内容を次のよ
うに変更しました。

●基本方針の内容は、保護者・市民の方々にできるだけ分かりやすいものに改めました。

●基本的方向としては、義務教育9年間の一貫カリキュラムのもとに行う小・中学校の強

固な連携とこれを支えるコミュニティスクールを中核としました。

●「豊かな心をもち、心身ともに健康で、たくましく生きる児童・生徒を育成する」こ

とを学校教育の指導目標として、各中学校区単位でそれぞれの特色を生かしながら、

具体的な指導目標を設定します。

●最終報告書が提案していた「2・3・4の学年区分」については、学年区分としての区

分けは行わず、一貫カリキュラムの作成の中で、児童・生徒の発達段階に応じて、各

段階において重点化すべき学習のねらいを明確にします。また、小・中学校間の接続

だけでなく、9年間を通した各学年間の接続として、各学年での学習内容の確実な定着

を図ります。

●9年間を見通した特色ある学習活動として、地域（三鷹）学習・英語学習・ＩＴ学習の

ほか、生き方・進路指導などを追加し、これらについて各中学校区でその実情を踏ま

え、段階的に取り組みを進めます。

●小・中学校の接続に関しては、一貫カリキュラムによる実践活動の積み重ねを図り、小

学6年生と中学生とが授業や行事などの交流を通じて、互いの学びを深めていきます。


